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博士論文の要旨

　これまでの研究から、日本海拡大前後に産する、東北日本背弧側（NE　Japan　back－arc　margin；NEJ）の玄武

岩（NEJ玄武岩）は、　Sr及びNd同位体比（Srl値とNdl値）の面で、非枯渇的な組成から枯渇的な組成へと変

化することが明らかにされている。このようなNEJ玄武岩の同位体組成の急激な時間的変化は、日本海拡大に
関連して、中新世中頃にマントルの深部から上昇した、同位体的に枯渇したアセノスフェアに起因すると考え

られる。このアセノスフェアが中期中新世以降のNEJ玄武岩マグマソースを形成し、前期中新世以前の玄武岩

マグマソースは同位体的に非枯渇した上部マントルかんらん岩（大陸性リソスフェア）であると解釈されてい

る。本研究では従来の研究結果を踏まえながら、日本海拡大初期（22－18Ma）に活動した、　NEJ玄武岩の岩石記

載、主成分元素・微量元素組成、Sr及びNd同位体組成などのデ・一タに基づき、これらのNEJ玄武岩はアセノ

スフェア起源とリソスフェア起源の玄武岩質マグマの混合によって生成されたことを論じたものである。本論

文は以下の7章からなる。

　第1章は序論で本研究の背景と意義について述べている。

　第究章は地質学的背景で京北Fl本背弧側の地質学的セ1ソテイングについて述べている。

　第3章は玄武岩の産状、K－Ar年代、岩石記載について述べている。

　第4章は全岩化学組成、Sr，Nd同位体組成の分析方法を述べている。

　第5章は玄武岩の主成分元素組成、微量元素組成、S葛Nd同位体組成を明らかにしている。

　第6章は東北日本背弧側の中期中新世の玄武岩の地球化学的特徴を述べている。

　第7章は3部分からなる。

　第7章一1では22・18MaのNEJ玄武岩の地球化学的特徴を述べている。
　第7章一2は第三紀一一第四紀のNEJ玄武岩のSr，　Nd同位体組成の時間変遷について論じている。

　第7章一3は22・18MaのNEJ玄武岩のSr，　Nd同位体組成の島弧縦断方向変化について述べ、この現象が

　　枯渇的な同位体的特徴をもつアセノスフェリックマントル由来の玄武岩質マグマと、非枯渇的な同位

　　体的特徴をもつリソスフェリックマントル起源の玄武岩質マグマの混合で説明できることを論じて
　　いる。
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審査結果の要旨

　本論文は東北日本の背弧側の広範囲（南北約500km、東西約100　km）に分布する22・18　Maの玄武岩

について・全岩の主成分元素組成、希土類元素を含む微量元素組成及びSちNd同位体組成などのデータを

もとに・玄武岩質マグマの成因を検討したものである。玄武岩はTio2に富むグループ（高Tiグループ）

と乏しいグループ（低Tiグループ）からなる。これらの玄武岩はのSrI値とNdI値は幅広い組成幅を示し、

しかもSrI値は北部の玄武岩から南部のものに向かって漸次増加し、NdI値は逆に北部の玄武岩から南部の

ものに向かって漸次減少するという、島弧縦断方向に変化する特徴をもつ。一方、15Maより若い玄武岩は

いずれも低いSrI値と高いNdl値で特徴づけられる。

　申請者は・22・18Maの玄武岩に認められた島弧縦断方向の変化が、枯渇的な同位体的特徴をもつアセノ

スフェリックマントル由来の玄武岩質マグマと、非枯渇的な同位体的特徴をもつリソスフェリックマントル
起源の2種類の玄武岩質マグマ（高Tiグループと低Tiグループ）の混合によって説明できることを示した。

この研究は・背弧海盆拡大初期のマントルの活動と玄武岩質マグマの発生との関連を明らかにしていて、マ

グマーテクトニクスの研究分野の進展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士（理学）の学位論文

として十分であると認定した。
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